このニュースは中央団体と県連絡会に送付しています。地域連絡会や単産に送って下さい。
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消費税大増税反対、後期高齢者医療制度撤回せよーー中央各界連、中央社保協が共同で宣伝
　後期高齢者医療制度の中止・撤回と、年金はじめ社会保障財源を口実とした消費税増税宣伝を許さないと、各界連と中央社会保障推進協議会（中央社保協）が共同して10月25日夕方、宣伝をおこないました。10団体、40人が参加し、消費税なくす会事務局長の梅村早江子さんを司会に、社保協代表委員で保団連会長の住江憲勇さん、全商連会長の国分稔さん、新日本婦人の会事務局長の玉田恵さん、日本共産党衆院議員の佐々木憲昭さん、全労連事務局長の小田川義和さんが訴えました。
各弁士は経済財政諮問会議が２０２５年には消費税17％もありうるとした試算を批判するとともに、大企業・大資産家優遇の税制をただすこと、５兆円の軍事費、６兆円の道路特定財源、不要不急の高速道路などを見直せば消費税増税なしで社会保障財源を生み出すことは可能なことを訴えました。また、医療費削減の不当性、貧困と格差をなくす問題、防衛省の守屋前事務次官の税金を食い物にしてきた政財官癒着問題も訴えました。立ち止まって聞く人も多く、署名は58人から寄せられました。都内在住の女性（80）は「年金もない。ほそぼそとした家賃収入だけ。消費税増税とんでもない。むだが多すぎる」と話しました。府中市在住のサラリーマン男性（40）は「政府は年金財源にするとかさかんに耳障りのいいことを言ってますよね。でも会社の経理をやっているのでわかるのですが、大企業は減価償却減税で大分助かっている。庶民は増税の一方じゃないですか」。また世田谷在住の会社勤めの女性（26）は「給料明細で税込みと手取りの収入の違いにいつもびっくりです。法律決める議員さんたちが庶民の暮らしわかっていないんでは。もっといろんな施設や設備の建設とか、無駄を見直してほしいと思います」と話していました。

各地の行動
●１７％なんて、腹立たしい　北海道・旭川各界連は10月24日、二条買物公園で11人が行動。民商の工藤会長、石田事務局長らが「福田首相も安倍政権同様、消費税増税・庶民増税路線を明確に打ち出しています。いまこそ消費税増税ノーの声を大きくしましょう」と訴えました。通りがかった人は「消費税17％の報道を見たが、本当に腹立たしい」と快く署名に応じてくれました。約30分の行動でしたが50人分の署名が寄せられました。

●憲法宣伝と共同して　青森市各界連は10月24日の昼休みにスーパー「さくら野」前で宣伝行動。憲法宣伝行動の人たちと一致したので、前半と後半に分けて共同行動となりました。年配の女性は「若い人たちを戦争に生かせたくない」と署名してくれました。消費税８人、憲法１５人の参加者でにぎやかに行動し、「これ以上の消費税大増税は生活破壊、営業破壊」「人を殺すことも殺されることもなかったのは憲法９条の力。なんとしても守ろう」と訴えました。
●老後が不安と署名　群馬・高崎各界連は10月24日、高崎スズラン前で行動。水曜日とあって人通りが少ない状況でしたが、30分で47人から署名が寄せられました。「（この署名に）賛成」「老後が不安」とすぐに署名に応じてくれる人の一方で、「国にお金がないなら仕方ない」と言う人もいました。大企業減税などをやめれば財源は確保できることをもっと知らせる必要がある、と参加者で話し合いました。
●ことし最高の１８８人分　岐阜・西濃各界連は10月14日の夕方、福田政権になって初の行動を垂井町のスーパー「アミ」前で13人が展開。前回の９月も１３２人分と今年最高でしたが、この日も記録を塗り替え、最高の１８８人から署名が寄せられました。多くの住民がギリギリの生活にこれ以上の増税は絶対反対との意思を示す結果となりました。一番たくさん署名を集めた民商の永田婦人部長は「みんなご苦労さんと励ましてくれた」「もう声が出ないくらい訴えました」と力一杯の奮闘の感想を話しました。西濃民商と西濃各界連は東京の亀戸中央公園で開かれた１０・２８国民大集会（４万２千人参加）でも壇上からとりくみを報告しました。
●そのほか、群馬・前橋各界連などから報告が寄せられました。
※各地の各界連の行動を知らせるニュースを送ってください
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
■各界連のホームページが開設されましたので、ご覧下さい。

（ｈｔｔｐ：／／ｓｈｚ－ｈａｉｓｈｉ．ｊｐ）　お気に入りにぜひ登録を。















